
 当サイトでは、ユーザーにとって正確かつ価値のある情報を発信するためにアンケート調査 
 を⾏いました。 

 アンケート調査の概要は以下の通りです。 

 アンケート調査の概要  

 調査⽬的  アフターピルに関するアンケート調査 

 調査⽅法  インターネットリサーチ 

 調査対象者  アフターピルを利⽤したことがある⽅ 

 調査⼈数  294⼈ 

 調査実施期間  2023年07⽉31⽇〜8⽉10⽇ 

 本アンケートの回答者の年齢層 

 年齢 

 10代  1% 

 20代  34% 

 30代  46% 



 40代  16% 

 50代以上  3% 

 アフターピルはどのようにして⼊⼿しましたか？ 

 アフターピルはどのようにして⼊⼿しましたか？（複数回答） 

 病院  79% 

 オンライン診療  17% 

 個⼈輸⼊  3% 

 その他  1% 

 ＜その他の回答(⼀部抜粋)＞ 

 ●  海外在住のため現地の薬局で購⼊した 
 ●  通販 

 上記の⼊⼿⽅法を選んだ理由はなんですか？ 
 ＜病院を選んだ理由(⼀部抜粋)＞ 

 ●  ドクターにしっかり相談したかったから 
 ●  安全に使⽤できるものがいいと思ったから 
 ●  病院でもらうのが⼿っ取り早いと思ったから 



 ●  持病があり薬を服⽤しているので医師に飲み合わせについてや体調の確認をしたかったから 
 ●  ⼀番安⼼できると思ったから 
 ●  緊急かつ初めての利⽤につき、オンライン等は不安だったため 
 ●  婦⼈科系疾患で婦⼈科通院していた頃だったので 
 ●  きちんと履歴を残したかったから 

 ＜オンライン診療を選んだ理由(⼀部抜粋)＞ 

 ●  ⼈にバレたくなかったため 
 ●  婦⼈科に⾏く時間がなかった 
 ●  必要になったのが⽇曜で、病院がやっていなかったから 
 ●  婦⼈科にかかったことがなくかかりつけ医がいなかったから 
 ●  ⾃宅ででも簡単に購⼊できるから 
 ●  病院にいくのは気が引けたため 
 ●  届くまでが早い 
 ●  診察が電話で1分ほどで終わる 
 ●  病院に⾏くまでの時間がかからない 
 ●  婦⼈科の受診に抵抗があったから 
 ●  病院が遠くて通えなかったため 
 ●  周りを気にせずに相談でき、気軽に診察をすることができるから 
 ●  匿名性が⾼いと思ったので 
 ●  夜遅い時間でもオンラインで診察を受けられるから 
 ●  感染予防と対⾯で⾃分を⾒られたくなかったから 

 ＜個⼈輸⼊を選んだ理由(⼀部抜粋)＞ 

 ●  もしもの時に備えて持っていたかったが、病院では予備はくれないし、輸⼊の⽅が値段が安 
 かったため 

 ●  個⼈輸⼊は病院での処⽅より安価なのとあらかじめアフターピルを持っている⽅が安⼼であ 
 るため 

 ●  診察が億劫だった為 
 ●  留学中にアフターピルの安全性と⼥性の権利について考えされせられ、帰国後も緊急時に備 

 えて持っておきたかったから 
 ●  輸⼊が値段が安かったから 

 アフターピル使⽤によって感じた副作⽤を教えてください 
 ＜アフターピル使⽤によって感じた副作⽤(⼀部抜粋)＞ 

 ●  頭痛 
 ●  お腹の張り 
 ●  吐き気 
 ●  熱っぽさ 
 ●  太りやすくなった 
 ●  不正出⾎ 
 ●  倦怠感 
 ●  精神的不安・憂鬱 
 ●  腰痛 
 ●  ⾷欲減退 
 ●  性欲がなくなった 



 アフターピルを薬局で販売して欲しいと思いますか？ 

 アフターピルを薬局で販売して欲しいと思いますか？ 

 はい  84% 

 いいえ  16% 


